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はじめに

このたびは、ヴァイカウントクラシックオルガン、プレスティッジIをお買い上げいただきまして、誠にあり

がとうございます。プレスティッジ Iは、伝統的なパイプオルガンの魅力を最新の電子テクノロジ
ーによって

あますところなく再現したクラシックオルガンです。プレスティッジIの多彩な機能をスム
ーズに使いこなし、

オルガン演奏を心ゆくまでお楽しみいただくために、ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますようお願い申

し上げます。また、ご一読いただいた後も、ご不明点が生じた場合に備えて、大切に保管いただきますようお

願いいたします。

※この取扱説明書に掲載されているイラス トは、すべて操作説明のためのものです。

安全上のご注意…ご使用の前に必ずこの 「安全上のご注意」をお読みください。

感電のおそれがあります。キャビネット

を開けないでください。

警告 1感電の危険を避けるため :

パネルやカバーは取り外さないでください

本製品を雨または湿気にさらさないでください

本製品内部につきまして、お客様は修理 ・交換なさらないでください

修理 ・点検につきましては販売店にご相談 ください

本製品内部には絶縁されて

いない 「危険な電圧」部分

が存在し、感電のおそれが

あるため、お客様への注意

を喚起するため本記号を表

示しています。

「火災、感電のおそれ、あるいは人体への危害に関する注意事項」
警 告|:本 製品のご使用にあたっては、以下の点に注意してください。

1) 本製品を使用する前に取扱説明書をよくお読みください。

2) お子様の近くで使用する場合には、ケガ防止のため十分な注意を払ってください。

3) 本製品は水回りでは使用しないでください。例えば浴槽、洗面台、台所の流し付近、濡れた床の上、あるいはプ
ールの近く、

その他これに類する場所では使用しないでください。

4) 本製品は、単独もしくはアンプ、ヘッドホン、スピ
ー
カ
ーと組み合わせて使用した場合、過大な音量により聴力障害を引き

起こすおそれがあります。過大な音量、または不快感を招くような音量での長時間の使用は避けてください。

5) 本製品はラジエーター、熱器具、その他熱を発生する製品から離して設置してください。

6)長 時間ご使用にならない場合には、コンセントから電源プラグを抜いてください。

7) 本体に物を落としたり、液体が流れ込まないよう十分注意を払ってください。

8) 以下の場合、サービス担当者が本製品の修理 ・点検を行います。

a電源コードまたはプラグが破損した場合

b製品に物が落ちたり、液体が流れ込んだ場合

c製品が雨にさらされた場合

d.製品が正常に作動していない、あるいは演奏状態に著しい変化が生じた場合

e.製品を落としたり外装が破損した場合

■リチウム電池の警告 :本製品にはリチウム電池が使われています。電池を

間違えて取り替えると爆発の危険があります。電池交換の場合は現在使用の

ものと同等品をご使用下さい。正 しい極性でご使用下さい。使用済み電池は

、電池メーカーの指示にしたがって処分してください。

■本取扱説明書に記載された情報は、商品の仕様変更にともない、予告なし

に変更される場合もございます。

あらかじめご了承ください。
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安全上のご注意 (追加)

1) 充分な換気の為、機器は壁から5cm以上離して設置して下さい。

2)機 器設置の際、換気穴を塞がないようご注意下さい。

3)機 器上に裸火 (ろうそく等)を置かないで下さい。

4)機 器上に水の入った花瓶等を置かないで下さい。

5)機 器は電源コンセントの近くに配置し、電源プラグに容易に手が届く

6) アース接続は、必ず電源プラグを主電源につなぐ前に行って下さい。

ら行って下さい。

ように使用して下さい。

又、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを主電源から切り離してか

コンセントの穴が2つの場合 コンセントの穴が3 つの場 合

アダプタプラグを取',外してから、
コンセントに差し込みます。

アダプタプラグに付いているアース線を
コンセントのアースネジに差し込んで

アースを取ってください。

アダプタプラグ
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第1章 舌部のコントローラーと接続端子

1.1 左側パネルのコントローラー

ロ オン
・オフスイッチ :第1錠盤の左側についています。

<注意!>雷が鳴り出したら必ずコンセントから電源プラグを抜いてください。

□ 足鍵盤部 :足鍵盤のストップ(音栓)があります。この
ストッ

プを使って、足錠盤のレジストレーションを作ります。

□ 第2手 鍵躍部 :第 2手鍵盤(ME/グ レ
ート)のストップがあり

ます。このス トップを使って、第2手鍵盤のレジス トレ
ーション

を作ります。

1.2 中央パネルのコント回―ラー

M A 忙‖     M A N ‖    M A N i    C R E S C E N D O  M A N  l  M A N ‖T t t A R s P o s E R  B A N K

ｇ
③

ゼ
③

臣□LEDメーター/トランスポーザー/メモリーJばンク
ここには以下の3つの機構があります。

・クレッシェンドのレベルと第1手鍵盤(M1/コ ワイア)、第3手錠盤(M皿/スウェル)それぞれの音量レベルを表示

するLEDデ ィスプレイ(3列LED灯 )があります。

・+5か ら-6ま での トランスポーザー用ディスプレイがあります。ディスプレイの下のつまみを回すことでトラ

ンスポーズの数値が変更できます。

・8つのメモリーバンクのうち、選択したメモリーバンクの番号が表示できるディスプレイがあります。ディス

プレイの下のつまみを回すことでメモリすが選択できます。

回 アンプ用スイッチ :用途に応じて、3タイプのスピ
ーカーの鳴らし方が選択できる以下のスイッチがあります。

・コンソール(演奏台):オ ルガン本体のスピ
ーカー

・メイン(主部):接 続 されたすべてのフロン トスピ
ーカー

・アンティフォーナル :!妾続 されたすべてのリアスピ
ーカー

<注 意>フ ロント及びリアスピーカーはヴァイカウント専用スピーカーをおすすめします。詳細はカタログをご覧いただくか、販売店

にお尋ねください。

・メインとアンティフォーナルはスピーカーを接続 しないと点灯 しません。
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します。ある鍵盤で設定したすべての音色を、他の鍵盤でも演奏でき、ひとつの鍵盤で2つの鍵盤の音を
こ鳴らすことができます。プレスティッジIでは、下記の組み合わせが可能です。

第2手鍵盤(M1/グ レート)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

第3手鍵盤(M皿/スウェル)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

第1手鍵盤(M1/コ ヮイア)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

第3手鍵盤のレジスターが第2手鍵盤で演奏できます。

第1手鍵盤のレジスターが第2手鍵盤で浪奏できます。

第3手鍵盤のレジスターが第1手鍵盤で演奏できます。

カプラ パネルのスイッチおよびカプラー・ピス トンを使って作動できます。

回 宙種MID:選 択スイッチ :このスイッチのコント回―ル機構について詳しくは第7章をご参照ください。

1日3 右側パネルのコントローラー

□  第3:誤理闘部 :第3手鍵盤(M皿/スウェル)のストップがあります。
このストップを使って第3手鍵盤のレジストレーションを作ります。

第1手襲踏部 :第1手鍵盤(M1/コ ワイア)のストップがあります。

このストップを使って、第1手鍵盤のレジストレーションを作ります。

日 フロッピ
ーディスクドライプ:3日5インチの2HD/2DDの フ回ッピ

一ディスクを使用します。オルガンのパラメーター設定に関する情報

はすべてフロッピーディスクに保存することができ、演奏録音時に使

用することもできます(言羊しくは第4章をご参照ください)。

ロ キヤンセJレスイッチ :このスイッチで、作動しているリード群もしくはミクスチュア群のすべてのレジスタ
―を解除することができます。(ド回一ノブのランプは点灯したままです。)

日 カプラ
ー :このスイッチで、手鍵盤同士あるいは手鍵盤と足鍵盤部のレジストレーションを連結 (カップリ

ング)

同時↓

工/P

皿/P

1/P

回/工

1/工

回/1

尊   L画
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メモリー :パネル上やコント□―ルセンターで設定したレジストレ
ーションはすべて保存ができ、その内容を呼

び出すことができます。プレスティッジIのメモリ
ーにはジェネラルメモリーと専用メモリー(各手鍵盤および

足錠盤のための専用メモリー)の2種類があります。それぞれのメモリ
ーにはいずれも、1から12あるいは1から6

までの数字、およびHRと記されたボタンがあります。HRボ タンを押せば
｀
レジストレーションは元の構成に戻り

ます。メモリープ回グラムについては第2章をご参照ください。

ロ ジェネラルメモリ
ー :プレスティッジIには、全体のレジストレーションをメモリ

ーできる12のジェネラル

メモリーがあります。第1手鍵盤と第2手鍵盤および第2手錠盤と第3手鍵盤の間に、合計12のジェネラルメモリ
ー

ボタンがあります。ジェネラルメモリーはジェネラルメモリ
ー・ピストンでもヨント回―ル可能です。(「ペダルお

よびピストン部のコント回一ラー」の2項をご参照ください)

専用メモリー :プレスティッジIには、各手鍵盤と足鍵盤それぞれのレジストレ
ーションがメモリーできる

6つの専用メモリーがあります。これらのメモリーボタンも手鍵盤の間についています。上図の区回は第1手鍵盤

のメモリー、区∃は第2手錠盤のメモリ
ー、区回は第3手鍵盤のメモリ

ーを示しています。足鍵盤のメモリーは第

1手鍵盤の左下にあります (区ヨ)。

トゥッティ・ボタン (T):こ のボタンを押せば
｀
、あらかじめ設定したレジストレーションをすべて作動さ

ことができ、瞬時にフルオルガンの状態(ほとんどのストップが入っている状態)になります。

トゥッティの操作は、 トゥッティ・ピストンでも行うことができます。(「ベダルおよびピストン部のコント回
―ラ

ー」の3項をご参照ください)

<注 意>ト ゥッティのボイスはプログラム可能ですが、ボイスモジュレ
ーションや トレモ回はかかりません。(詳しくは第2章をご参照

ください)

ロ エンクロ
ーズド・ボタン (ENC):こ のボタンを押せば、第3手鍵盤用のエクスプレッションペダルを使っ

て、オルガン全体の音量を調節することができます。(詳しくは 「ペダルおよびピストン部のコント回
―ラー」の1

項をご参照ください)

ロ キャンセル
・ボタン (C):こ のボタンを押せば、操作中のレジスタ

ーのスイッチをすべて切ることができます。

□

悔

０
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ロ セット
・ボタン (3):こ のボタンは、メモリーをセッティングする時に使います。(詳しくは第2章をご参照く

ださい)

その他のコントローJレポタン

●自動ベダル ・ボタン(A口P.):第2手鍵盤を演泰する際、このA.Pロボタンを押すと、あらかじめ選択 しておいた足鍵盤

ストップの音が鍵盤の最も低い音に加わります(但し足鍵盤数の範囲内)。例えば、左手でC,E,G(ド、ミ、ソ)と同時

に弾くと、最低音C(ド)にだけ足鍵盤のC音が加わり、手鍵盤のみの演奏でも足鍵盤のストップの効果が得られます。

<注意>A.P.使用時は、足鍵盤は使えません。

●オルガンソ回・ボタン(0,SOLO口):この機能を使うと、第2手鍵盤で和音を演奏した場合、最も高い音だけが鳴り

ます。

<注 意>こ の機能は、 1/1の カプラーを作動させた時のみ利用できます。

●MIDiソ回。ボタン(MaSOLO):こ の機能が働いている鍵盤で和音を演奏した場合、MIDIに接続した外部機器では、

最も高い音だけが鳴ります。

●ベダル ・ボタン(P):メ モリーボタンの横についてぃます。このボタンによって各手鍵盤と足鍵盤を組み合わせ

るカプラーが作動します。

1日4 ベダルおよびビストン部のコント回―ラー

卜C■EttENttH 卜 
MttN 
 ギ ト 

MANコ
 J

蘊

鱈

ロ ベダル :プレスティッジ1には、以下の3つのペダルがあります。
・クレッシェンド (CRESCENDO)ベ ダル (睡囲):こ のベダルを踏み込むことで、段階的にすべてのレジスター

を増やしていくことができ、最後にフルオルガンの状態(ほとんどのストップが入っている状態)となります。元に

戻せば
｀
レジスターの数は徐々に減っていきます。(クレッシェンドのプログラムは可能です。詳しくは第2章をご参照

ください)。

。第1手鍵盤 (MANI)用 エクスプレッションペダル (匠団):第 1手鍵盤の音量を調節します。
・第3手鍵盤用 (MAN皿)エ クスプレッションペダル (匡ヨ):第 3手鍵盤の音量を調節します。また、第3手鍵盤の

下のエンク回―ズド・ボタン (ENC)を押すと、このベダルでオルガン全体の音量を調節することができます。

回 ジェネラJレメモリ
ー・ビストン:このピストンを使って、12のジェネラルメモリーのうちいずれかを選択する

ことができます(「手鍵盤部パネルのコントローラー」の1項をご参照ください)。
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トゥッティ・ビストン(TUTTl):こ のピストンを押せば
｀
、あらかじめ設定したレジストレーションをす

べて作動させることができ、瞬時にフルオルガンの状態(「手鍵盤部パネルのコント回
―ラー」の3項をご参照く

ださい。

□ その他の補助ビストン

●MIDiサステイン :オルガンに接続 した夕博BMID憾器のサステインをコントロ
ールします。

●MIDiリバース ::MiDIコ ントロール用スイッチで行った選択を
一時的に無効にします。再度押せば

｀
、元の状態に戻

ります。

<注意>レジストレーションの変更は一時的なものであり、MIDl一時解除機能が作動していない場合には、このシステムは当該機能の

作動前のレジス トレーション構成に戻ります。

●32フィート・フルート・リバース :このピストンを押せば、足鍵盤の32フィ
ー

プを一時解除、再度押せば再び起動します。

●32フィート・リード・リバース :このピストンを押せば、足鍵盤の32フィ
ート

プを一時解除、再度押せば再び起動します。

卜・コントラブルドンのストッ

・コントラボンバルデのストッ

匡ヨカプラー・ビストン:このピストンでカプラーが作動します。(詳しくは「中央パネルのコントロ
ーラー」

の4項をご参照ください)

1口5 アンダーパネルのコン トローラーと接続端子

左アンダーパネル

ロ ヘッドホン端子 :ステレオ
ヘッドホン用の接続端子。ヘッドホンを接続すると、オルガン本体のスピ

ーカ

一からは音が出ません。(ホーンジャック)

匡四 MIDlイ ン
ロアウトロスル… :オルガンをMIDI音源に接続するためのMIDI接続端子。

ロ インプットL(MONO)口 R:オ ルガン本体のスピ
ーカーで外部音源を鳴らすための接続端子。モノラル

音源の場合はL―MONOの 接続端子を使います。(ピンジャック)

アウトプットL(MONO)‐ R:直 接録音したい時に使用するラインアウト出力端子。この接続端子は
一

般に、カセットレコーダーなどのアナログ録音機器での録音に使います。モノラルでの録音の場合はL―MONOの

C⑩ Oも0も
THRU   OUT    IN

H E A D P H O N E S ―
一 一 一 一 一 一

M l D i 一

一 ― 一 一 一 一

接続端子のみ使います。(ピンジャック)
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右アンダーパネル

ロ ジェネラルピッチ :このボタンで楽器全体のピッチの微調整を行います。納品時のプレスティッジIは、

A=440Hz(ピ ッチノブは中央に位置しています)に初期設定されています。

国 足鍵躍ビッチ
:足錠盤のピッチの微調整をします。

国 第3手鍵躍ピッチ
:第3手鍵盤のピッチを微調整をします。

国 第1手鍵躍ピッチ :第1手錠盤のピッチを微調整をします。

この装置によって、奏者ご自身が各鍵盤ごとのピッチを微調整できます。このため、各錠盤のピッチが若干異

なる場合に生じる波動レベルに応じた、パイプオルガンらしい特徴のあるアンサンブル効果を生み出すことが

可能となります。

1.6 リアパネルの接続端子

巨コ EXT+12V D1 300mA:+12ボ ル トの電圧が得られる2つの接続端子があります。通常は、リモ
ー ト

(REMOTE)機 含旨として利用します。つまり、メイン部(フロントスピ
ーカー)またはアンティフォーナル部(リ

アスピーカー)に接続したオプションのスピーカーを作動させるために使用します。操作はアンプ用スイッチで

行います。

○

岬

リアパネルの接続端子

I    
S W川| |  
  |

L(+R)     R 輛 ) 帥♂ 猛 ) 酬亨 耶 ) 匹
D

◎◎◎◎◎◎◎◎
I                 M Δ : 、1 ∩ : l T                 I

◎◎◎◎
I 
    ANTIPHONAL OUT     

I

Ｒ

◎

騨

嘲◎

」‐ＮＰ

３
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巨ヨ メインアウト:外部出力用の端子です。操作はアンプ用スイッチで行います。

以下のように、スピーカーを8台まです姜続することができます:

・SW/111:第3手錠盤用ステレオパノラマ出力 〈L(十R)、R〉

・CH/1:第 1手鍵盤用ステレオパノラマ出力 (L(十R)、R〉

・G7‖ :第2手鍵盤用ステレオパノラマ出力 〈L(十R)、R〉

・PEDAL:足 錠盤用ステレオパノラマ出力 くL(十R)、R〉

(1、2について、詳しくは「中央パネルのコント回一ラー」の第2項をご参照ください)。

国 アンテイフォ
ーナル ・アウト:こ こには、アンティフォーナル用の各種出力端子(ジェネラル1(+2)/端 子

2/端子3(+4)/端 子4)が集まっています。

。ジェネラル1(+2):ジ ェネラル出力端子。単独で行う場合には、この出力から全ての鍵盤の音が出ます(モ     
タ

ノラル)。接続端子3と組み合わせて使った場合には、足鍵盤および第3手錠盤の音が鳴らせます。

・端子2:ジ ェネラル1と組み合わせて使った場合には、ステレオパノラマで出力できます。

その他、接続の組み合わせによって、各手錠盤の音、足鍵盤の音が幾通りかの方法で鳴らせます。

巨コインプット:外部音源をオルガン本体のアンプで増幅し、ステレオパノラマ入力するための端子です。

<注 意>モ ノラル音源の場合にはL―MONO入 力のみご使用ください。

４
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第2章  メモリ中のプログラム

2.1ト ゥッティのプログラム

トゥッティのプログラムを設定するには、まず トゥッティ。ボタン(T)あるいはトゥッティ・ピス トン (TUT~「|)

を押して、この機能を作動させてから、希望するレジス トレーション構成に設定変更します。新しい設定内容

は、セット・ボタン(S)を押しながらジェネラルメモリーのHRボ タンを押すことで保存できます。

2.2ク レッシェンドのプログラム

クレッシェンド(ベダル)のレジス トレーションはあらかじめ適当な構成に設定されていますが、以下のプ

ログラム手順にしたがって変更することができます。

・クレッシェンドベダルを踏み込んで、音量の切り替えのレベルを選びます。選んだレベルは、フロン ト

パネルの
"crescendoWという文字の下にLED表 示されます。

・希望するレジス トレーションを追加していきます。

・セ ッ ト・ボ タン ( S ) を押 して、追カロした設定内容 を保存 し、ジェネラル メモ リ
ーのH R ボ タンを押 します。

<注意>ト ゥッティ用レジスターをオンにしないでください。オンになっている場合、追加した内容は新しいクレッシェンド用レジス

トレーションとしては保存されず、 トゥッティ用レジストレーションとして保存されることになります。

2.3専 用メモリーおよびジェネラルメモリーのプログラム

。まず、キャンセル・ボタン(C)を押して、選択したレジストレーションをいったんクリア。その後に希望する

錠盤のレジストレーションを選んで、設定変更します。

。次にセット・ボタン(S)を押してください。ボタンを押しながら、6つある専用メモリーのナンバ
ーボタンの

いずれかを押し、新しい設定内容を保存するメモリーを選択します。

・ジェネラルメモリーのプ回グラム手川東も同様です。セット・ボタン(S)を押しながら、12のジェネラルメモリ

ーのナンバーボタンのいずれかを押し、新しい設定内容を保存するメモリーを選択します。

専用メモリーでは、特定の鍵盤のレジストレーションのみしか保存できませんが、ジェネラルメモリ
ーでは複

数(すべて)の鍵盤のレジストレーションが保存できます。複数の演奏者が同じオルガンを使う場合でも、各演

奏者は、違うメモリーバンク番号をつけ自分の設定を保存することが可能です。

ジェネラルメモリーおよび専用メモリーの内容はフロッピーディスクに保存し、必要に応じて再び呼び出すこ

とができます。(詳しくは第6章をご覧ください)
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第3章  コントロールセンターの操作

3日1コ ントロ中ルセンターの特徴

・プレスティッジIのコントロールセンターは、第1手鍵盤右手真下にある引き出しボックス内に収められています。

・ボックス内は2つに分かれています。上部(2行×40字の英数字ディスプレイ)では総合的なコント回
―ルを行

い、下部(3桁の数字ディスプレイ)ではフ白ッピーディスクドライブをコントロ
ールします。

3桁ディスプレイ

・オルガンのスイッチがオンになった場合、英数字ディスプレイは次のように表示されます。

モi i[
F・ Li L, L.

三i E: 1コ |口l H T
I 可I B I  E l に! i 重貴 対

次いで、以下の表示に変わります。

:辛: li暉lIコT・I Hll :手:

宮口七.lJF・ 亀r,日J ユロ.郵Jiri習  田rHヨヨl「, 3J81口i:二.==.F・ ヨrコヨF,口t。日r・ョBロ

このメッセージが表示されている間、プレスティッジ Iは 自動検出および操作の初期設定を実行しています。

フロッピーディスクドライブにディスクが入っていない時は、3本の水平ダッシュが3桁ディスプレイに表示さ

れます。

3.2首 星の調整

自動検出および初期設定が済むと、上部ディスプレイに、初期画面(音量調整画面)が表示されます。プレステ

ィッジIでは、音量の全体調整(マスターパラメーター)と各手鍵盤と足鍵盤の音量調節の両方を行うことができ

ます。ディスプレイには以下のように表示されます。

IJRSTEに:
岳キ

P=日J31
軍:lⅢ32

H.ョriB I
冨量ヰ冨置

出亀r : 宮I I   H ヨr i 口I I I
:」置Ⅲ軍置    冨童+理iE!

抽
□
榔□

ＲＥＶＥＲＳ
□
”□

ＴＲＥＭ
□
神□

Ｍ‐Ｄ‐
□
い□

碑
□
抑□

英数字ディスプレイ

総合コントロール部

フロッピーディスクド

ライブおよびシーケ)

サーコント回―ル部

ＣＬＥＡＲ□
両国

。

節□
ｗ固
ｏｏ

ゆ□
ｗ日
，

卸□
”ロ
コ

ф囲
序□
勝

∞□
岬□
知

６
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前途した通り、オルガン本体のスピーカーの音量はマスターパラメーターで調整できます。エンコーダーを回

して1から64までの数値を選択することが可能です。

ディスプレイには、各手錠盤 ・足鍵盤の音量パラメーターが表示されます。左の数値(‖十
Ⅲの記号の前)はその鍵

盤の初期設定音量を、右の数値(‖十
"の
記号の後)はエクスプレッションベダルで行う増音分を表しています。コ

ント回―ラーを使って変更できるのは初期設定音量の数イ直のみで、増音分はベダル操作で変更します。

数値を変更する時は、まずCURSOR(カ ーソル)キー(くおよび》)を使って変更したい数値の位置に合わせます。

次にエンコーダーを回して、その数値を変更します。

選択した数値は、必要に応じて、ジェネラルメモリーまたは専用メモリーのどちらかに保存できます。保存の

手順については、第2章3項 「専用メモリーおよびジェネラルメモリーのプ回グラム」をご参照ください。

3日3リ パープ効果の設定

リバーブ効果を設定するには、総合ヨント回―ル部にあるREVERB(リ バーブ)キーを押します。

ディスプレイにはWデジタルリバーブ(DIGITAL REVERB)オ ン(またはオフ)Wのメッセージが、リバーブのレベ

ルとともに表示されます。

ilil lBI TRL 臣!Elザl置!摂:=i ttr! |_。日■:口I :1写

CURSORキ ーを使って変更したいレベルの位置に合わせます。次にエンコーダーを回して、その数値を変更し

ます。

ＲＥＶＥＲＢ
囲
い□

印
□
帥□

却
□
鮒□

中
□
い□

ＴＲＥＭ
□
神□

Ｍ‐９‐
□
中□

ＴＡＢ
□
抑□

リバーブキー

ウ
ｒ
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3日4ト レモ回効果の設定

TREM(ト レモロ)キーを使って、各手錠盤ごとにトレモロ効果の速度と深さを設定します。

TREMキ ーを押すと、各手錠盤の トレモロパラメ
ーターが以下のように表示されます。

T臣!EHEll_B
番EPTHゴ宮FBEEEi

H.ョr,.I
28メ土母

Pi=ョri=II
量8Bゴとこ:

対ョ「1 日正I I
量BF18

いずれも、左の数値(スラッシュの前)が深さを、右の数値(スラッシュの後)が速さを表しています。CURSOR

キー(くおよび》)を使って変更したい位置に合わせます。エンコ
ーダーを回せば、その数値を変更することが

できます。操作が完了したら、EXlTキーを押して初期画面に戻ります。変更した設定内容は本体メモリ
ーに保

存することもできます。

ＳＥＴ‐ＮＧ
□
即□

ＲＥＶＥＲＢ
□
い□

的
□
帥□

剛
□
い□

碑
□
抑□

８
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1      第4章 フロッピーディスクドライプの便用      司
4.1フ ロッピーディスクドライプ

プレスティッジ・シリーズのオルガンはすべて3.5インチのフロッピーディスクドライブ(以下 ドライブ)を装備

しており、演奏を保存できるだけでなく、オルガンのボイスやメモリープログラムデータを保存することもで

きます。このフロッピーディスクドライブは2DD(720キ田バイト)および2HD(1.44メガバイト)のディスクを使

用することができます。フロッピーディスクは、スピーカーやテレビなど強力な磁場を発生する機器の近くに

置かないでください。

4.2デ ータフォーマットおよぴ呼び出しモード

プレスティッジ Iは、楽曲の録音や再生用としてスタンダードMIDlファイル(★,md)(フォーマット0/1)を使用

しています。スタンダードMIDIファイルによって、市販のMIDI曲集がかかります。また、最も一般的な譜面印

刷やシーケンス編集ソフトウェアとの完全な互換性も確保されています。

4日3フ ロッピーディスクドライプのコント回―ルパネル

前途した通り、フロッピーディスクドライブのコント回―ルパネルは、引き出しボックス内にあります。フ回

ッピーディスクコント回―ル部はボックス下部にあり、3桁の数字ディスプレイがついています。この部分を以

下に示 します。

4.4フ ロッピーディスクのフォーマット

新しいフ回ッピーディスクをデータ保存用として使う時は、必ずディスクをフォーマット(初期化)してくださ

い。プレスティッジIでは、極めて汎用性の高いMS―DOSフォーマットを採用。市販されているほとんどのコン

ピューターやシーケンサーに使うことができます。

(対応 :lBM―PC,Ata門,MS―DOSフ ォ
ーマット・アクセス ・ユーティリティ装備Ap「e MadntOshなど)

フォーマット手‖贋は以下のとおりです。

・ドライブにフロッピーディスクが入っていないことを確認 します(3本の水平ダッシュ
"一一一"がディスプレイ

に表示されていなければ
｀
なりません)。

・CLEARキ ーを押 したまま、フォーマットしたいフロッピーディスクをドライブに挿入します。この時、ディ

スクの隅にある穴、ライ トプロテク トタブ※が閉まっているか確認 してください。そうでない場合、タブの窓を

開めて書き込みが可能な状態にしてください。

※<注 意>フ ロッピーディスクには、誤ってデータを消してしまわないようにライトプロテクトタブ(書き込み禁止タブ)が 付いています。

重要なデータが入っているディスクは、タブをオン(開けた状態)にして書き込みができないようにしてください。録音する場合には、タ

ブをオフ(閉めた状態)にしてください。

・プレスティッジIでは、ディスプレイ上に
WSuド
(WAre you sure?7よろしいですか)の表示が出ます。RECキ

ー

を押して録音してください。録音をとりやめる場合は、STOPキ ーを押して操作を中止してください。

・ディスプレイには、
いP'(フォーマット)に1から80までの連続番号がついた表示が出て、ディスクトラックがフ

ォーマット中であることが表示されます。

Ｃ」ＥＡＲ□
確固
Ｏ

ｓＥＴ□
唖日
岡

ゆ□
ｗ□
≫

毎□
ｓＴｏＰ□
□

め□
席□
勝

∞□
ＲＥｗ□
報

フ回ッピーァィスク

ドライブ ( 3桁)デ ィスプレイ
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・トラック番号が80に なると、 ドライブは休止状態に戻り、
"NoSW(No 

Song)の メッセージが表示され、操作が

完了 したことを示 します。

使用済みのフ回ッピーディスク、あるいは他の機器で使用 したフロッピ
ーディスクのフォーマットが必要にな

った場合も、同じ手順でフォーマットします。

<注意>ディスクをフォーマットすると、そこに含まれているデータはすべて削除されますのでご注意ください。

4日5楽 出の銀音

録音を開始するときは、フォーマット済みの書込み用フロッピ
ーディスク(3日5インチの2DDま たは2HD)を ドラ     |

イブに挿入してください。                                            ‖
。まずジェネラルメモリーのHRボ タンを押してキャンセル状態(オルガンレジスタ

ーの機能解除)にし、希望の     
r

レジストレーションを作り、第2章3項 「専用メモリーおよびジェネラルメモリ
ーのプ回グラム」の記載手順にし

たがって、ジェネラルメモリーのいずれかに保存します。

・PAUSEキ ーを押しながら、RECキ ー押します。各ボタンのLEDランプが点灯し、録音する楽曲の番号が3桁デ

ィスプレイに表示されます。

。再びPAUSEキ ーを押して金飛音を開始します。録音をとりやめる時はSTOPキ
ーを押します。

<注 意>録 音中は全自動モードでデータの保存が行われます。録音再生中には、フロッピ
ーディスクをドライブから絶対に抜かないで

ください。また演奏と同時にディスクに録音されるので、録音の修正はできません。

・プレスティッジIでは、楽由に自動的に連続番号を振り分けます。各楽曲はディスク上の最後の楽曲より大きい番号で表示されるこ

とになります。

・プレスティッジIには、フロッピーディスクに保存した内容の加工や補正をする機能はありません。演泰ミスが生じ、楽曲全体をキ

ャンセルした場合は、最初から録音し直さなければなりません。キャンセル機能については、第4章13項 「楽曲の削除」をご参照くだ

さい。

4日6フ ロッピーディスクに銀音した築出の再生

再生したい楽曲が入っているフ回ッピ
ーディスクをドライブに挿入します。しばらくすると、ディスプレイ上

に、ディスクの最初の楽由に対応する番号01が表示されます。

オートプレイパラメーター(第4章9項 「オートプレイ機能」参照)がオンになっている場合、再生は自動的に行

われます。そうでない場合はPLAYキーを押します。PAUSEキ
ーを押せば一時的に再生が止まり、もう

一度同じ

キーを押せばその部分から再生することができます。STOPキ
ーを押した場合、楽曲は冒頭部分に戻ります。

別の楽曲番号を選ぶには、SONGキ ー(前曲くおよび>次 曲)を使います。
                       ‖

4Bフメトロノームテンポの変更                                       ‖
プレスティッジ Iでは金永音された楽由にアクセスすると、楽由に含まれたコ

ードを識別し、正確なメトロノー

ムテンポ値を選択します。この数値はTEMPO(く および>)を 使って変更することができます。テンポの範囲は

32～250bBpコm.です。

・TEMPOキ ーを押すと、進行中の楽曲の再生速度が速くなったり(>TEMPOキ
ー)遅くなったり(くTEMPOキ

ー)します。選択したテンポは楽曲が変わるまで維持され、CLEARキ
ーを押しながらTEMPOキ

ー(く)を押せば
｀

最初の数値に戻ります。

０ワ

】



viscount PRESttCど r

・2つのTEMPOキ ーを同時に押せば、現在のメト回ノームテンポ値を、3桁ディスプレイ上に表示させることが

できます。

。現在の楽曲番号の表示に戻すには、2つのSONGキ ーを同時に押します。

4白8 REWキ ーとFFキ ー

REWキ ー(rewind/巻き戻し)およびFFキー(fast toward/早送り)を使って、楽曲の早送りや巻き戻しができます。

この時、ディスプレイ上には小節の番号が表示されます。

・REWキ ーおよびFFキーをSTOPキ ーと同時に使い、楽曲の冒頭と末尾に瞬時にジャンプ。選択した楽曲の冒

‖     頭と末尾へのリ
ーダーの自動位置決め(オートマチック・ポジショエング)ができます。

l  i穏揮尋ご摂ぞ:魯1密墨8、ま暇 糟 ル居こで g濯「ノ 断 ります。

4.9オ ー トプレイ(AUTOPLAY)機 能

自動的に楽曲を再生する機能です。ディスクがドライブに挿入された時、オー トプレイ機能によってオルガン

リーダーがディスクの最初の楽曲の再生を開始するかどうかを指定することができます。オー トプレイ機能に

は次の2つがあります。

・オートプレイ。オン :ディスクを挿入するとリーダーが自動的に再生を開始します。

。オートプレイ・オフ :ディスクを挿入してもリーダーはSTOPの 状態のままです。

オートプレイ機能の設定は以下の手‖原です。

。SETキ ーを押したままPLAYキ ーを押します。3桁ディスプレイ上にはオートプレイ機能のオン・オフ表示がで

ます。

・REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ
ーを押

して変更した状態を取りやめます。

4810楽 出のコピー

フロッピーディスクに録音された楽由は、別のフロッピーディスク(容量の違うディスクも可)にコピーできます。

コピーの手順は以下のとおりです。

|     |テ:i占:さ号骨;含子:を手子母;;:岳:]1唇|:号桑母音手          :皆:!
RECキ ーを押して確定します。

。しばらくして(時間はコピーする楽曲のデータ量によります)ディスプレイ上に、楽由のコピー先ディスクの

挿入を求める表示
WdSぜが出ます。そこで元ディスクを取り出しコピー先ディスクを挿入します。

・コピーが済むと、ディスプレイ上に現在の楽曲番号が表示されます。

<注 意>デ ータ量の多いコピーを行う場合、コピー元ディスク (ディスプレイ上に
"Srげ
と表示)と コピー先ディスクの挿入を何度か繰

り返す必要があります。
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4日11葉 出の削除

あるフロッピーディスクから楽曲を削除するには、まずSONGキ
ー(くおよび防)を使って削除したい楽曲の番号

を選び、RECキ ーを押しながらCLEARキ ーを押します。ディスプレイには
"Suド
(WAre you sure?)の表示が出ま

す。RECキ ーを押して削除を進めるか、STOPキ
ーを押して操作を取りやめます。

<注 意>

・ディスプレイに
Ⅲ
dPド (Disk Protected;保護ディスク)の 表示が出た場合には、プロテクトオンされているディスクから楽曲を削除

しようとしていたことを意味しています。ディスクを取り出し、プロテクトタブを閉めてから、同じ操作を繰り返 します。

・"SPド(Song PrOtected;保護楽曲)の 表示が出た場合、削除したい楽由が取り消しできないよう保護されていることを示 して
います。

詳しくは第4章14項 「楽曲の保護」、15項 「ディスク全曲の保護と保護解除」をご参照ください。

4.12築 曲の保護

プレスティッジIのフロッピーディスクドライブは、誤ってディスクのデ
ータを削除しないよう、フロッピ

ー

ディスクドライブに収められた各曲に読み出し専用コ
ード(Read―Onけatttbute)をつけることができます。

。まずCLEARキ ーを押したままSONGキ ーは )を押します。

'3桁ディスプレイ上には、ディスクの最初の楽曲に関して、
WSPド
(Song PrOtected;保護楽曲)あるいは

"nPド

(Not Protected i未保護)の表示が出ます。

。SONGキ ー(くおよび♭)で変更したい楽曲を選択し、REWお よびFFキ
ーを使って変更します。

・最後にRECキ ーを押して確定し、STOPキ
ーを押して一連の手順を終えます。

<注 意>

。保護属性はフォーマットの手lllgに何の影響も与えません。

・保護属性の変更を行うには、プロテクトオフ (タブが閉まっている)状 態でなければ
｀
なりません。

4.13デ ィスク全出の保護と保護解除

。CLEARキ ーを押したままFFキーを押せば
｀
ディスク内の全曲を保護することができ、REWキ

ーを押せば保護が

解除されます。ディスプレイには、しばらくの間(時間は保護されるデ
ータ量によります)WRunW(実行中)が表示

され、次いで現在の楽曲番号が表示されます。

4.14フ ロッピーディスク内の楽山総数

フロッピーディスクをセット。CLEARキ
ーを押しながら、TEMPOキ ーい )を押します。しばらくすると、楽曲

総数が3桁ディスプレイに表示されます。

4.151出 が占めるデイスクスベース塁

フロッピーディスクをセット。CLEARキ
ーを押しながら、SONGキ

ー四 )を押します。しばらくすると、選択

した楽曲が占めるディスクスベース量が表示されます。キ回バイト表示になっていることにご注意ください。

4.16レ ゾリューシヨン

この機能により、プレスティッジ Iが演奏を録音する際のレゾリュ
ーション(分解能)が決まります。これは

」/96(1/96の 分解能が利用できる)の初期設定となりますが、楽曲をより忠実に金承音するためには、分解能の

数値を上げることができます。4分音符につき96(ディフォル ト)、120、192、240ティックのレゾリュ
ーション

が利用できます。

ワ

“
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レゾリューションの設定は以下の手順です。

。SETキーを押したままRECキ ーを押します。現在選択されているレゾリュ
ーション値がディスプレイに表示

されます。

・REWキ ーおよびFFキーを押して、希望の数値を選択します(96,120,192,240)

。最後にSETキ ーを押して確定するか、STOPキ ーを押して操作をとりやめます。
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第5章  ボイスプログラム

5コ1搭 載パラメーター

プレスティッジIの持つ最もユニークな特徴のひとつは、多くの主要パラメ
ーターを変えて、オルガンの各ボ

イス(音声)やレジス トレーションを変更できるということです。変更したボイスは、本体のスイッチを切って

も保持され、フロッピーディスクに保存して、必要に応じて呼び出す(rdoad)こともできます。

ボイス変更に使用するパラメーターの
一覧とその説明を以下にご紹介します :

1,レベル ・パラメーター(L胡):全 体的な音声レベルを調整するパラメ
ーターです。このパラメーターの最大可

変幅-8/+7は 、一/十組Bに相当します。

2.錠盤音量 トラッキング・パラメータ
ー :この音量 トラッキング・パラメータ

ーによって、手鍵盤の低音域と

高音域の音量比率を指定することができます。

・プレスティッジIには、TRACKlNG LOW(T円 )およ0町RACKING HIGH(Trh)と いう2つのパラメ
ーターがあり、

それぞれ錠盤の低音域(TH)と高音域(Trh)について音量比を定めています。いずれのパラメ
ーターも可変幅は一

8/+7で 、一/+4dBに 相当しています。

3.ランク・フラクチュエーション・パラメーター(Rnk):こ のパラメ
ーターが作動すると音質にわずかな波動

(ピッチ変化)が生じます。

4.ピッチ調整パラメーター(Pch):選 択 したボイスのピッチ微調整をします。このパラメ
ーターの可変幅は

-8/+7で 一/+32/200secに 相当しています。

5.アウトプット・パラメーター(Out):音 声(ボイス)出力をオルガンのステレオパノラマに振り分けます。具体

的には以下の通りです :

・L(Lel;左 ):音 声は左チャンネルにのみ出力されます。

・R(Rも ht;右):音声は右チャンネルにのみ出力されます。

・C/L(C to the Let i C音を左へ):右 チャンネルに出力される第1オクタ
ーブのC音から始めて、それに続く半

音階の音をすべて交互に各チャンネルに出力します(C→左,餅→右,D→左など)。

。C/R(C to The Rtthti C音を右へ):左 チャンネルに出力される第1オクタ
ーブのC音から始めて、それに続く

半音階のすべての音を交互に各チャンネルに出力するようにします(C→左,研→右,D→左など)。

L―R(Let―Rttht i左―右):音声はステレオパノラマ方式で右側および左恨1チャンネルに出力されます。

6.カラーパラメーター(Cd):低 音成分や高音成分を強調することで音色を調整します(可変幅
-8/+7と 表示)。

フ.発音タイミング・メヾラメーター(ATACK CHiFF;Atk):約 2mm/secから約300mm/secまでの16段階で、発音

のタイミングを調整します。このパラメーターはパイプオルガンサウンドのより忠実なシミュレ
ーションを行

うため、手鍵盤の中央部で300mm/secの場合、低音部ではかなり高くなり(約500mm/sec)、高音部では低くなり

ます(100mm/sec)。

ワ
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8,デチューンリリース・パラメーター(Rd):半 音の最大可変幅が-100/200secであるキーを放したときのデチュ

ーンを調整します(1～16段階で表示)。

9,ランダム ・デチューン・パラメーター(Rnd):こ のパラメーターによって、手鍵盤のあるキーと別のキーと

の間のランダム ・デチューンを調整することができます。これにより、パイプオルガン特有のコーラス効果

(chorus ettect)が生まれます(1～16段階で表示)。

5.2ポ イスパラメータ中の変更

ボイスを変更するには、まず引き出しボックスにあるTABキ ーを押します。

ディスプレイはオルガンの4つのセクション(足鍵盤、第1手錠盤、第2手錠盤、第3手錠盤)に対応して4つに分か

れています。各段の上部には各セクション名が、下部にはそのセクションの音声名が表示されます。

CURSORキ ー(くおよび>)を 使って変更したい音声の位置に合わせます。次に、エンコーダーを回して、変更

したい音声名がディスプレイ上に表示されるまで、音声をスクロールしていきます。

この時点でPAGE(ペ ージ)キー(△)を押せば、第5章1項に記載した変更パラメーターがすべてディスプレイの第

1行目に表示されます。各パラメーターの数値は以下のように表示されます。

と83ⅢB Tr・l Tr十! li!「:比 PB=.卜! l1liJtB iIBIBl R七1ギ に!日l F!riBゴ
…写   …置   ヰ2  11  ・…上   L.  Ⅲ定:   こi   上土   曽

次いでCURSORキ ーおよびエンコーダーを使って、第5章1項の記載に従いパラメーターを選択し変更します。

そしてPAGEキ ー(▽)を押して音声選択(voice sdeclion)画面に戻ります。ExRキーを押して初期画面に戻ります。
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第6章  ボイスおよびメモリーデイスク保存

6.1ボ イスプログラムのディスク保存

プレスティッジ Iの特徴のひとつは、変更したオルガンのポイスプ回グラムをフロッピ
ーディスクに保存 し、

必要に応じてオルガン本体の内部メモリーに呼び出せるということです。

第4章で述べたように、プレスティッジIでは演奏した楽曲をフロッピ
ーディスクに録音することができます。

フロッピーディスクには、楽曲録音用、変更した音声プログラムとメモリ
ーの保存用の2つの利用法があります。

用途別に使い分けることをお勧めします。

保存の手順は以下のとおりです。

・フォーマット済みで、プ回テクトオフ(タブが閉じている)された状態の3.5インチフロッピ
ーディスクをドラ

イブに挿入し、SET~「lNGキーを押します。

最初に、音声呼び出し画面が表示されます。PAGEキ ー(△) 以下のメッセージが表示されます。

宮日甲E TRB ttBIEE irli.8コ Ei王:=H呂
二宮七.di二 比 iri REl:::コ摂:Ei 円書BE ョri日11 :=・lJ二|「, |

これでコントロールパネル上の設定をフロッピーディスクに記録できる準備ができました。次にPAUSEキ
ーを

押しながら、RECキ ーを押します。すると記録される設定のファイル番号が3桁ディスプレイ上に表示されます。

ゴロWE TRほ! lⅢ181 EE imと口 Ii王=iHi: Si口1ににi 
・
子

F白lJ二 h i> 
・
L口:コ Eロロニ日rif・ ir口 出  日=日r・ EHIT t.●  ョ bロ ド

・
七B

SETTINGキ ー

を押すと、

□ □ □ □ 囲 □

□ □ □ □

3桁ディスプレイ

そのままCURSORキ ー(△)を押すと、ディスプレイには
WSuド
(WAre you sure?・)の表示が出ます。
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ここで再びCURSORキ ーじ )を押せばプロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキーを押します)。

すると、フ回ッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

=i爵lTlEi 
・
T・ittEi iⅢ!iコIモ:こ:  irit,3=8 i::I=i世i:

:ヨ FilⅢ
ll王
  =.・と..ョr・

・

と 日=B日11ヨ   iF.ョ ニ

・

七.  8:「 !日1!  EBギ

' 

 日11主 :=口比 lil揺:li・T°こ!

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>"dEr"(disk error)またはⅢEitⅢ(Elect)という表示が出ていたら、そのディスクがフォーマット(初期化)されていないとい

うことです(第4章4項のフォーマット手順を参照)。

また、
ⅢdPド(disk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを示しています。いずれも、適切な

ディスクを挿入して保護手順を繰り返します。

6日2デ ィスクからのポイスプログラム呼び出し

ボイスプ回グラムの入ったディスクをドライブに挿入します。しばらくすると3桁ディスプレイ上に番号001と

表示されます。PLAYキ ーの上の緑色のLEDラ ンプが消えているか確認します。消えていない場合はSTOPキ ー

を押します。

次にSETTINGキ ーを押すと、以下のメッセージが英数字ディスプレイに表示されます。

LiコRtt T粛置 iT旺ll iE:E Fi「・BF! IiI=:ドi:
:=BBヨ1■EDt日  

・
TREl  iⅢl電l王iIE=i  EB:「!  BJi=.比  .ョiF,lJ  F.lJ:=.IFl  :ト

SONGキ ー(くおよび♭)を使って、3桁ディスプレイ上で、オルガン内部メモリーに呼び出すボイスデータの入

ったファイル番号を選択 します。

CURSORキ ーじ )を押せば
｀
、ディスプレイには

WSuド
(Are you surre?)の表示が出ます。

とコl二:l111二l Tlll:: lFlI:Iモ:に! Fr口口二日1■ 1二:I吾|ギ呂  宮1ゴirコ● 
・
コ

i〓
口
!ざi : =口i「!  i卜  t . B I B  日二B B二日, F : .ゴ

・

二 :F . :甘!  8 1 B : F■ 1三: : Iヽ i‐了

コ
 ロ
と.B = B  ロョと1に日!F . t口

ここで再びCURSORキ ーじ )を押せば
｀
データの読み込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキーを押

します)。フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ま

す。

□ □ □ □ □ □

□ 圃 □ □ □ 日

3桁ディスプレイ
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i…iliiこiili  
・
T・i二i重:  :.f:モi:::こ:重!i:i  

・ゴ
・
r・81B:す:

i…1二ii-11こi  :=.・L..三!r・
・
L・1=Blllこ  i∴'こ11■・ユ:「1と'

一
部
Ｂ

相
↓

甘
―
・
Ｌ

対
一

，
８
】
８ 毬とこ.i= 岳:E景簿

<注 意>上 記の操作によってオルガン本体の設定状況が失われてしまいます。新しい設定を読み込む前に、必要であれ
ばフ回ッピーデ

ィスクに保存 しておくことをお勧めします。

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻 ります。         
'

<注意>ⅢdEド(disk errOr)または
ⅢEjぜ(Elect)という表示が出ていたら、そのディスクがフォ

ーマット(初期化)されていないとい

うことです (第4章4項のフォーマット手順を参照)。

また、ⅢdPド(disk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを示して
います。いずれも、適切な

ディスクを挿入して保護手順を繰り返します。

6日3メ モリー内容のデイスク保存

専用メモリーあるいはジェネラルメモリ
ーの内容はフ回ッピーディスクに保存し、必要に応じて呼び出すこと

ができます。

保存の手順は以下の通りです。

・フォーマットしたフロッピーディスクをドライブに挿入します。SETTINGキ
ーを押し、次のような表示が出

るまでPAGEキ ー(△)を押します。

SRWE HEHttRI Ett iritttB E:I吾卜!:
三B=七.BJi=.L  iri REE:iliREl ttBElE .ョ門d P:J二h iン

次にPAUSEキ ーを押しながらRECキ
ーを押します。するとディスクに記録することができます。記録内容のフ

ァイル連番号が3桁ディスプレイ上に表示され、各キ
ーのLEDランプがつきます。

CURSORキ ーじ )を押せば、ディスプレイには
WSuド
(Are you sure?)の表示が出ます。

宮日甲E HEHBRIE!Ei irit.8 EiI=推i: Sl_lF!E ?

PiJ二 h iン  tモ 8 81EBrド
・

ir口 ,甘! 8コr EHIT 
口
と.ロ  ョ b□ ratロ

ここで再度CURSORキ ー(>)を押せばプロセスを開始します (操作をとりやめる場合は、EXITキ
ーを押します)。

すると、フ回ッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

８９

】

ゆ□
ｗ□
≫

卸□
ｓＴｏＰ□
□

い□
汗□
勝

∞□
ＲＥｗ□
畑

ＣＬＥＡＲ圃
ＲＥＣ圃

ｓＥＴ回
ＰＡｕｓＥ□

3桁ディスプレイ
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Ｅ

Ｅ

Ｒ

日

ギ
「
一
・“口「
中

HEHilll=!IEtt i,「:七日二日 EiI=iドi呂
:=.twョ1「・七日毬言 i.i亀二七.iritt BriBJ 日=日F 日J主二|ギ 智li:ITE

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>保存手lllFを実行すると、8バンクすべてのメモリーに関するデータはフロッピ
ーディスク上にダウンロードされます。また

ⅢdEド(disk errOr)または
ⅢEjぜ(Elect)という表示が出ていたら、そのディスクがフォーマットされていないということです (第4章4項の

フォーマット手lllFを参照)。また、
ⅢdPド (disk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを

示しています。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手lllFを繰り返します。

6.4デ ィスクからのメモリー内容の呼び出し

メモリーのデータをオルガン本体に再び呼び出すには、データの入ったディスクを挿入し、SETTINGキ
ーを押

します。以下のようなメッセージが表示されるまでPAGEキ
ー(△)を押します。

と口[lFI置l HElllBRI E=i rr・8コ「: IiI:ヨHi:
:=.ヨ18≡B3=.七 HEH8再:IE吾 日=日向 芭i:二比 ョr!BJ F口l」1二l‐1 :ン

SONGキ ー(くおよび》)を使って、3桁ディスプレイ上で、楽器本体に呼び出すメモリ
ーデータの入ったファイ

ルの番号を選択します。

CURSORキ ーじ )を押せば
｀
、ディスプレイには

い
Suド (WAre you sure?')の表示が出ます。

!“口iコR「_l HEHE帳!I〓=i FiB‐・□m ttISドi: SLIRE T
F モ ! 二h  i 卜 t 口8 = 口 こ B r i f ・ i : r 口1 ■ B r 口 E 卜 : I T  七 日I B  ヨ b 日二日r r とロ

ここで再度CURSORキ ー(レ)を押せばメモリ
ーデータ読み込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキ

ーを押します)。すると、フ回ッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のよ

うな表示がでます。

L.8日EI HEIB18に!IE:ヨ
Li二l白Ei 二t…ョr口tに日芭:

f・r口,コtf!  EiI:耳|→
:.:亀二七日ir!習 口rid Bギ

・
lJユ:=化 景E員lli

以下の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>新 しい設定が既存の設定に置換されるので、ディスクから読み込む前にメモリ
ーをディスクに保存してください。

ⅢdEド(disk

error)またはⅢEit"(Elect)という表示が出ていたら、そのディスクはフォーマットされていないということです (第4章4項のフォ
ーマ

ット手lllHを参照)。また、
"dPず
(disk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを示しています。

いずれも、適切なディスクを挿入して保存手lllFを繰り返します。

叫
□
ｒ□
勝

ぃ
□
ＲＥｗ□
知

岬□
ＲＥｃ日
ｏ

ｓＥＴ□
ＰＡｕｓＥ□
側

ゆ□
ｗ日
防

ぃ□
ｓＴｏＰ□
□

3桁ディスプレイ
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第フ章 MiDl

フ.l MlDlとは・・・

MIDIとはMuScalinstrument Digkalintettaceの略です。

MiDl(ミディ)は、電子楽器同士をつないで音楽情報や演奏デ
ータを交換するための世界共通の規格です。たと

えばプレスティッジ Iの鍵盤で演奏したメロディを別のシンセサイザ
ーで発音させたり、他のMIDI機器から送

信されたデータをプレスティッジ Iで発音させることができます。MIDI機能を使用するためには、デ
ータをや

りとりするためのMiDl機器とデータを接続するためのMIDIケ
ーブル(DiN5ピン)が必要です。MIDI機器は、通常

以下の3つのMIDI接続端子を備えています。

・MIDIイン :本機が他のMIDI機器からMIDIデータを受信するための端子。

・MIDIアウト:本機からMIDIデータを送信するための端子。

。MIDIスルー :MIDI機器を直列接続するために、MIDIイン・ポ
ートで受信したMIDlデータをそのまま送出します。

MIDI機器には16チャンネルあり、チャンネルごとにす妾続した機器とデ
ータのやりとりを行えます。それによって

最大16台までのMIDl機器を個別にコントロールすることができます。また当然ながら、接続したMiDI機器同士で

チャンネルが違えばデータのやりとりはできません。両方のMIDl機器の送信/受 信チャンネルは合わせる必要が

あります。

フ.2プ レスティッジのMlDl

プレスティッジIは、TRIPHONIC(ト リフォニック ;3声)のMIDlインタ
ーフェイスを装備しています。 トリフォ

ニックとは、どの手鍵盤も3つの独立したMIDlチャンネル上で送受信できるということであり、うち1つはベ
ー

ス(base)チャンネルで、他の2つ(AとB)は中央パネルにある各種MIDI選択スイッチにより、各鍵盤ごとに作動

させることができます。

MIDI選択スイッチを押すと、2つの異なるチャンネル(Aのチャンネル1とBのチャンネル2で、各手鍵盤のMIDIデ

ータの送受信ができます。各手鍵盤および足鍵盤に対するMIDIベ
ースチャンネルは、コント回―ルセンタ

ーで

作動させます。(詳しくは第7章4項 「MIDIの送受信チャンネルの起動」、5項 「MIDIフィルタ
ー」をご参照ください)。

これに加えて、プレスティッジIのMiDlには、プログラムチェンジのメッセ
ージ送信、調整可能なMIDIダイナ

ミックスおよびMIDIフィルター機能がついています。

フ.3プ ログラムチェンジ・メッセージ送信

MIDIプログラムチェンジ・メッセージ送信により、所定のプログラム(例えば音色)を中央パネルにあるMIDl選

択スイッチを使って、オ妾続された機器に呼び出すことができます。             
`

ヨ
⑤
増
③

各種MiDI選択スイッチ

０つ
じ
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□
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□
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□

剛
□
い
□

ＴＡＢ
□
坤
□

プログラムチェンジナンブ

ペダルMiDi A

プログラムチェンジナンバ

ペダルMIDl B

プログラムチェンジナンバ

ペダルMlDi A

プログラムチェンジナンバ

ペダルMiDi B

プログラムチェンジバンク
ベダルMiDi A

プログラムチェンジバンク
ペダルMlDi B

プログラムチェンジバンク
ベダルMiDI A

プログラムチェンジバンク
ペダルMiDl B

脚

格

ｉＥ‥

角

Ｉ 粛
口向
ロ

向
ｏ日

プログラムチェンジバンク

第1手鍵盤MlDI A

プログラムチェンジバンク

第1手鍵盤MiDl B

プログラムチェンジバンク

第1手鍵盤MiD!A

プログラムチェンジバンク

第1手鍵盤MiDl B

プログラムチェンジナンバ

第1手鍵盤MlDl A

プログラムチェンジナンバ

第1手鍵盤MlDi B

プログラムチェンジナン′

第1手鍵盤MlDl A

プログラムチェンジナンバ

第1手鍵盤MiDI B

MIDIキーを押すと、ディスプレイ上に手鍵盤および足鍵盤の名称が表示されます。 2つ のMiDiプログラム

チェンジの数値 (0-127)の下に、左側の最初の数値はMiDI Aに害」り当てられたチャンネル、2番 目の数値は

MIDI Bに害Jり当てられたチャンネルを表示 しています。

C U R S O Rキ ー(くおよび勝)を変更 したい位置まで動か します。次にエンコーダを回 して、その数値を変更

します。終了 したらEXI Tキーを押 します。

(注意)プ回グラムチェンジの構成はジェネラルメモリーに保存することができます (詳しくは、第2章をご参照ください)。つまり、

メモリーが呼び出された場合、オルガンのボイスと接続されたMiDI音源のボイスの両方が自動的に変更されるということです。

7日4 MIDlの 送受信チャンネルの起動

前述 したように、プレスティッジ Iの トリフォニック・インターフェイス(tttphonic interface)によって、各

鍵盤は3つのMIDIチャンネルで送受信することができます。1つはベースチャンネル、残り2つはそれぞれ

MiDI Aと MIDI Bに害」り当てられたチャンネルです。MIDI送受信チャンネルは、以下のように配列されてい

ます。

鍵盤 ベースチャンネル MIDI Aチ ャンネル MIDI Bチ ャンネル

ベダル鍵盤 ４ ７ ８

コワイア (MI) ３ ５ ６

グレー ト (MI) ２ ３ ４

スウェル (M Ill) 1 ２

上記以外に、プレスティッジ Iで は、ジェネラルMIDlあるいはシステム情報のやりとりに使 う4つの全体チ

ャンネルも制御 しています。チャンネル番号は9,10,15,16です。

(注意〉MIDlチャンネルの配列は変更できません。
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M I D I送信チャンネルを起動させるには、コント回―ラのMIDIキ
ーを押 し、次いでPAGEキ ー(△)才甲します。

ディスプレイには以下のように表示されます。

:!・! B=コ|「1.ョrtr!日l   F:に・日lIヨユ    !イ1.ョr!□:i    ll,3rl.II   Fiこ!r!ョII王
H l日 H lに・ 

・
F日 ::: 1ロキ 署 電B とこi :辛: キ 上貴  !キ: ‖: 土上

手錠盤ベース

チャンネル手錠盤MIDI B

チャンネル手鍵盤MiDI A

チャンネル

グローバルチャンネル

上記の図から分かるように、ディスプレイは、手錠盤(および足鍵盤)について4つ、全体チャンネルに 1つ 、

の5部に分かれています。

CURSORキ ー(くおよび》)を使って変更したい数値に合わせ、エンコ
ーダーを回して選んだ送信チャンネルを

オン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMiDIチ ャンネルはアスタ

リスク(*)で示されます。

PAGEキ ー(△)を押 して、MIDi受信チャンネルの制御画面に合わせます。画面上でのパラメ
ーター配置はま

ったく同じです。

ここで再びCURSORキ ー(くおよびレ)を使って変更 したい数値に合わせ、エンコ
ーダーを回して選んだ受

信チャンネルをオン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDI

チャンネルはアスタリスク(*)で示されます。

操作を終えるときは、EXITキーを押します。

フ.5 MlDlフィルター

MIDIフィルターは、任意のメッセージをMIDI送受信からカットすることができる装置です。受信と送信の

両方で、プレスティッジがフィルターにかけることができるメッセージの種類は次の通りです。

T卜l BI口|「トョrtiF!Bョ1
:や: ユl二1 :辛i lに・ T

F88=B越ヨ1
:二: 1キ

封・郵「!EI   門ョ:Fl.II  !→.ョr!ョIII
=i にB と:二i :や: ■ 上王:  持: :キ: 11

手鍵盤ベース

チャンネル手鍵盤MIDi B

チャンネル

チャンネル

グ回一バルチャンネル

32
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メッセージ★ 略語 内容

ノー ト Note MiDiノートメッセージ

コントロールチェンジ ＣＣ コントロールメッセージ (音量、エクスプレッションなど)

プログラムチェンジ ＧＰ プログラムチェンジメッセージ

システム・エクスクルーシブ SYS―EX エクスクルージブ。オルガンメッセージ (プ回グラム作成)

リアルタイム REAL チューエング、タイムメッセージ

アクティブ・センシング ACT‐S 接続 (検出)メ ッセージ

フィルターを作動させる(つまリメッセージをカッ

スします。次に以下のように表示されるまでPAGE

卜する)には、まずMI D Iキーを押 してMI D I設定にアクセ

キー(△)を押 します。

各メッセージ★(ディスプレイの第1行目に表示)にも送信時 ・受信時のフィルタ
ーがあります。それぞれが

設定可能です。

CURSORキ ー(くおよび>)を 使って変更 したいフィルタ
ーに合わせます。次にエンコーダーを回してY

(YES=フ ィルター作動)N=(NO=フ ィルタ
ー無効)から選択します。

フ.6ダ イナミック値の調整

MIDIダイナミックス(べロシティ)の数値は、0か ら127まで各手錠盤および足鍵盤部に対 して個々に設定す

ることができます。

MIDIインターフェイス ・コントロール機能に(MIDIキーを押して)アクセスしたら、PAGEキ
ー(△)を必要な

回数押せば
｀
、ディスプレイ上に以下のメッセージが表示されます。

卜IE8ずほi「s
iFELEIEI・T・

!ド
i l ・1 . ョr ―l B  I  I

t:IJ・ に38斗
1 ' r i . コ1 1 . I I I

t:31・ に381・

Ｔ

・
Ｌ

Ｆ
一
・

”ヨ
Ｈ
町

ＨＨ
∵
ｈ
ｏ

ｌ

Ｈ

一ヨ

ゃ
卜
”

■
ヨ一Ｆ
一
Ｈ
対

ｒ
卜
■
卜
“

CURSORキ ー(くおよび》)を使って変更したいパラメーターに合わせます。次にエンコ
ーダーを回して適

切な数値を選択します。

ここでEXITキーを押して操作を中止するか、PAGEキ ー(△および▽)を押して他のMIDl設定画面をスク回

―ルします。

MIDIダイナミック設定はオルガン本体のメモリーにも保存することができます。

Ftt LTEF:
「 , 日…|  . B ・r l , 日日

算 .:i■:r :ョ
i:

」町Ｈ円

ＦＩＢ
Ｈ阿 iギ lギ

”・「
口Ｈ
川
”

Ｐ
ｉＨ

二曹:=・ヨ:】i r・ロョ1  ■■t口…ニ
トi i☆   iギ 1ギ    出 1・1

送信フィルタ
ー

受信フィルター
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フ.フMlDiトランスポーズ

送信されたMiDIのノートデータは、1ないし2オクターブ低く、あるいは高く移調することができます。

PAGEキ ー(△)を押すと、ディスプレイ上にはトランスポーザーがデフォル ト値0に設定していることが表

示されます。送信されたMIDiのノー トデータは、高めか低めに移調することができます。+2(オ クター

ブ)、+1(オ クターブ)、0(移調なし)、-1(オ クターブ)、-2(オ クターブ)が考えられる数イ直です。

!すiI EII  :三::::T問iTiE 
・
T・1こ:ill・1:ヨF:i二ぢ置!|=:三 Ｆ

０

第B章  初期tヒ(ファクトリ…プリセット)手 順

8.1初 期fヒ(ファクトリープリセット)と は

この場合の初期化とは、工場初期設定(ファクトリープリセット)】犬態に戻る機能のことです。お客様が行

った変更はすべて消去されます。

プレスティッジ Iは、全体初期化(本体各セクションがすべて初期値にリセットされる)とセクション(鍵盤)

に別初期化の両方を行うことができます。

初期化プロセスの特徴上、以下に述べる操作を開始する前に、重要なデータはフロッピーディスクに保存

しておくことをお勧めします。

8.2全 体初期化

まず、初期画面からはじめて、PAGEキー(△)を2度押します。するとディスプレイは以下のように表示さ

れます。

H BE!HERttL F白電!TEl貴考
: 
=iE・T…T正卜1電 洋: P臣!E!ヨTttilLE:1.=:

PiJニト, 電口HE‖モ; 電i 上 量 ョドld t,Lirtri t.卜18 FEEB:F●r口8コr!

本体にインストールされたソフトウェア・リリース(使用許可)がディスプレイの上段右隅に表示されます。

アフターサービスを受ける時は必ずこのコードを伝えてください。

次いでオルガンのスイッチを切り、ジェネラルメモリーのプッシュボタンHRlお よび2を押しながら再度ス

イッチを入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

8.3第 3手鍵盤 (MANⅡ /スウェル)の ポイスの初期化

まず、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー(△)を押します。

:寺: 白11 =ililEEL口lⅢ18二日iB二.●二 F爵モ:TBRBTB SETTIIJ置 津:
F:iJ二h 宮lFEEL HEド18 :コ .ョr!8J tiHド・1■ t口h= ド・Bコw口r・田r:

次に本体のスイッチをいったん切り、第3手鍵盤の専用メモリーのプッシュボタンHRを 押 しながら再度スイ

ッチを入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

３
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884第 2手鍵躍 (MAN1/グ レート)の ボイスの初期化

まず、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー(△)を押します。

:手: 向11 電1革!ERT 甲8iBIB日:=.!工
・
i二iiIT:二帳!!T口 :三iE・T…丁正川岳 !手:

i二
:iJ:Ξ口|'1 81軍!E!RT HEH番  轡 こ:〕1毬 七.irir口1「, 

・
七十1口 :〓,日:il=r・B二日ri

次に本体のスイッチをいったん切り、第2手錠盤の専用メモリーのプッシュボタンHRを押しながら再度スイ

ッチを入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

8.5第 1手鍵躍 (MAN1/ヨ ワイア)の ポイスの初期化

まず、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー(△)を押します。

:キ: 爵ユI i::卜にlI R 甲日二日iB日:=.i=・最言Tlllに!特
: 
SEiTTI ttiヨ iキi

FiH:=Biri l二:関 i:l王 馬! ifに iFi番  音  .ョ:■BJ t,iJt「
コ
iri t,1ド,電

・
 FB日二日Wヨ :f・ B二日!F:

次に本体のスイッチをいったん切り、第1手鍵盤の専用メモリーのプッシュボタンHRを 押 しながら再度スイ

ッチを入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

8.6足 鍵盤のボイスの初期化

初期画面からはじめて、以下の表示が出るまで、PAGE(△ )を押 します。

:キ:  i二!1l  F口1王|コlllL.  ・ⅢB]コニ[。日=日=コ  F下神三:・TBE111lT日  =iErT・T・IIギモi  :キi
拝
:iri=BI「
, FttEEi白L.  111三i弔電: 置: .ョr:ロゴ 

。
と,ゴ:ド・r, 
。
とIF:に日 F'EBlilB=B:r・ |三Bri

次に本体のスイッチをいったん切り、足鍵盤部の専用メモリーのプッシュボタンHRを 押 しながら再度スイ

ッチを入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

8コフ脅ボイスの初期1ヒ

プレスティッジ Iでは、ひとつのボイスのパラメーターをどの手鍵盤からでも初期値に戻すことができます。

初期画面からはじめて、TABキ ーを押 していきます。ディスプレイ上ではオルガンの4つのセクション(足

鍵盤部、第1手鍵盤、第2手鍵盤、第3手鍵盤)に対 して4つに分かれています。各段の上部にはセクション名、

下部には各部位の最初のボイス(音声)が表示されます。CURSORキ ー(くおよび》)を使って初期化 したい

ボイスのあるセクションに合わせます。次にエンコーダーを回して、変更 したいボイス名がディスプレイ

に現れるまでスクロールしてぃきます。

PAGEキ ー(△)を押 し(ディスプレイにはボイスパラメーターが表示されます)、続いて上下のPAGEキ ー

(△および▽)を同時に押します。その後、EXITキーを押して操作を終えます。

:寺: 営I卜1電LE! ,Ⅲ18ニロユ●口 FFii二:TiE帳:日T: sE!TTtt H電 :キ:
Fu:三十! 1_lP ョ1「!8ゴ IIlittiLitt liけ,日=Bri T員|:: 呂Ⅲ3主8J日3=8=.EBr!

９
９
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8口8ポ イスの回―カルオフ

MIDI外部音源を鳴らしている場合には、ひとつないし複数のポイス(voにe)を「ローカルオフ(Local o甘)」モ
ードに

切り換える必要が出てくるかもしれません。ある音声が 「ローカルオフ」モードであり、そのストップが開かれ

ている場合には、音源を稼働させなければ
｀
(音声はミュート)MIDIコードのみが発信されることになります。ボ

イスを 「ローカルオフ」モードに設定するには、第1手鍵盤の下にあるセット・ボタン(S)を押しながら、キャ

ンセル・ボタン(C)を押します。そうすると、起動しているボイスすべてのストップのランプが点灯します。ス

トップを使って、回―カルオフを解除したり各音声の通常の操作を起動させることもできます。この操作モ
ー

ドではストップのランプが消えていれば
｀
、ボイスジェネレーションは解除されています。セット十キャンセル

ボタンを押して、再び通常の操作に戻ります。

8口9ト ゥッティ・レジスタ中の初期fヒ

トゥッティ(TUTTl)のレジスタ
ーを初期設定に戻すには、初期画面からはじめて、以下の表示が出るまで、

PAGEキ ー(△)を押します。

:争: TIゴTTI SFBIBユB二EB I=・ill二:T仁1に:考
: 
=iにiTTI問i] 津:

PlJ=.卜l SE出.HE封番 曽 ロョ1■ti t.:Jreri t.卜1= F・BW=「°日r!

本体スイッチをいったん切り、ジェネラルメモリーのプッシュボタンHRを 押 しながら再度スイッチを入れ

ます。これで工場初期設定状態に戻りました。

8日10ク レッシェンド・レジスターの初期化

クレッシェンドのレジスターを初期設定に戻すには、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー(△)を押 します。

H 電拝!EEiiIE問ロモl 略BEliこにB F・爵電:TEiド!!ず =iE・T"丁I tti登 衿:

Fi」i=.|'1 :二iEH.HEH8 1 .ョr!拭 tiHr・1「t tぃlriロコ :〓・BIBWロド・:二BiF:

本体スイッチをいったん切り、ジェネラルメモリー部のメモリー1のボタンを押 しながら再度スイッチを入

れます。これで工場初期設定状態に戻りました。
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1      資料 MIDlイ ンプリメンテ
ーションチャート      1

ヴァイカウント プレスティッジI

ベーシックチャンネル   デフォルトチェンジ 1 1スウェル

1 2グレート

1 3コワイア

1 4ペダル

1 5ツロ

1 6グローバル

11スウェル

12グレート

13コワイア

14ペダル

15ツロ

16グローバル

チャンネル11～16は

常に送・受信

チャンネル1-3-5-7-9は

MIDI A タブオン時

チャンネル2-4-6-8-10は

MIDI B タブオン時

モード         デフォルト

メッセージ

代用

×

×

モード3

ノートナンバー       トゥルーボイス 36-96 36-96 トランスポーザーレンジ除く

ベロシティ       ノートロオン

ノート・オフ

8 n H ノート'べロシティ

9 n H ノート・ベロシティ

8 n Hノートロベ回シティ

9 n Hノートロベロシティ 0=ノートオフ/40h=ノ ートオン

アフタータッチ      キー

チャンネル

×

Ｘ

×

×

ピッチベンダー × ×

コント回―ルチェンジ ①

Ｏ

Ｏ

①

C C 0 7 =メインボリュ
ーム

CCl l・エクスプレッションボリュ
ーム

cc9 o =トレモロスピ
ード

C C 9 2 = トレモロ深さ

( B n H = バリュー1 、バリュー2 )

n ナ
★ = c h ( 1 - l o )

n ナ
★★ = c h ( 1 1 - 1 5 )

プログラムチェンジ ○ ○

システムロエクスクルーシブ ○ ○

システム(コモン)      ソングポジション

ソングセレクト

チューン

×

×

×

×

×

×

システム(リアルタイム)   クロック

コマンド

F8HタイミングクロックO(★
・
)

FAHスタートシークエンス○

FCHストップシークエンス○

FEHアクティブセンシングO(・
・・
)

F 8 Hタイミングクロック×(・
・
)

FAHスタートシークエンス○

FCHストップシークエンス○

FEHアクティブセンシングO(・
・キ
)

(★
ナ
)プログラムオン/オフ

(・
★・
)スイッチオン/オフ

自動

エコー、選択 オン/オフ 手動

オグジュアリーメッセージ ローカルオンロオフ

オール・ノート・オフ

アクティフロセンシング

リセット

○

○

○

×

①

Ｏ

Ｏ

×

モー

モー

ド

ド

オムニ・オン、ポリ

オムニ・オフ、ポリ

モー ド2 : オ ムニ・オン、

モー ド4 : オ ムニ・オフ、

モノ

モノ

○=イ エス

×=ノ ー

８
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